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　　　ジ ャ イナ教 にお ける Devi 信仰
白衣派尊像崇拝派の Padm 五vati 　Devi 儀礼を中心 として

清　水　晶　子

は じめ に

　 ジ ャ イ ナ教の 白衣派尊像崇拝派 （Svetdmbara　MurtipUjaka） は ， 寺院に お い て 在家

の 信徒 が 集 団 あ る い は 個 人 に よ っ て 毎朝救済 者 （Tirthankara， 祖 師） の 像 （marti ）

に 対 して 祭祀 ・儀礼 （pttja） を行 うこ と を特 徴 とす る． た だ し ジ ャ イ ナ 教 で は教

義上
， 救済者 は解 脱 した修行の 完 成者 で あ り人 々 の 祈 りに直接応 える こ とはで き

ない た め に
， 現 世利益 の 祈願 ・成就 を 目的 とす る 祈 りに応 え るの は神 々 に 役 目が

与 え られ て い る ．

　白衣派尊像崇拝派 の 信徒 は
，

ク ラ ・デ ー ヴ ァ ／デ ー ヴ ィ
ー （kUla・deva・1・kUla・devi

一
属 す る氏 族 liati，

　gotraコ の 神 ・女神 ）， ナ ー コ ー ラ
ー ・バ イ ラ ヴ ァ （N 互k 

Bhairava）， ガ ン タ
ー

カ ラ ナ ・マ ハ
ー

ヴ ィ
ー

ラ （Ghapt5kara4a　Mahfivira）， ブ
ー

ミヤ
ー ・

ジ ー （Bhtimiy5　Ji） と呼ばれ る諸神の ほか ， さ らに ヒ ン ドゥ
ー の 神々 も含め て 個人

の 選択 に よ っ て さ ま ざま な神 々 を 崇拝 して い るが ， 寺院を中心 とする コ ミ ュ ニ

テ ィ
ー と して 集団で 祭祀 を行う場合 は ， 属 す る宗派 （白衣派 ・空衣派 ［Dig ・mb ・・a］），

支持す る 修行者の 集団 （gaccha，
　samudaya ）あ る い は地域 に よ る 人気の 神 々 との 関

連 に お い て 選択 され る． 神 々 に 対 す る pajd に は
， 寺院 で 実行 され る解脱 を象徴

す る 救済者 に 対す る もの とは異 な っ た信仰の 形 態が 認 め られ る．

　 こ れ まで ほ とん ど知 られ て い な か っ た ジ ャ イ ナ 教徒の 神 々 へ の 信仰 に つ い て ，

小 稿で は デ リー に ある 白衣派尊像崇拝派の 信徒組織 シ ュ リ
ー ・ア

ー
トマ

ー
ナ ン

ダ ・ジ ェ イ ン ・サ バ ー （舘 入tm 蝕 anda 　Jai皿 Sabh五） の ル
ー

プ ナ ガ ル 寺 院 の コ ミ ュ ニ

テ ィ
ー が 中心 となっ て 実践する devi　p両五 を特 に考察の 対象 と して 取 り上 げ ，

こ

れ まで に実施 して きた フ ィ
ール ドワ

ー
ク （1998−9，

2004
，
2011）か ら得 られ た資料 に

基 づ い て検討 した い と思 う．
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ジ ャ イ ナ教 と Devi

　ジ ャ イナ教 の 古い 聖 典に は神 々 へ の 信仰 に 関す る 記述 は多 くは見 られ ない が
，

土 着の 神々 に 起源を持つ ヤ ク シ ャ （yakSa！yakSiある い は yakSipi）
1）

が崇拝の 対象 と し

て 取 り入 れ られ た の は 比較的早い 時期 と思 われ る ． ヤ ク シ ャ が 造形的 に 表現 され

て 神 と して の 地 位 を与 え ら れ， 救済者 の 教 え を司 る シ ャ
ー

サ ナ デ
ー ヴ ァ タ ー

（SidSanadevat5） と して の 役割 を担 っ て 24人 の 救済者の そ れ ぞれ に男 女 ペ ア の 眷属

として発 展 して くる の は 8 世 紀前半 に な っ て か ら とさ れ る． 10世紀 に な る と
，

ヤ ク シ ー 崇拝 が盛 ん とな り特定 の 救済者 と関連 して 儀礼 の 対象 とな っ て い く． そ

の 中で もと りわ け第 1祖 リ シ ャ バ ナ
ー タ （恥abhan 巨tha）の 眷属 チ ャ ク レ ー シ ュ ワ

リ
ー ・

デ
ー ヴ ィ

ー （CakreSvari　Devi） と ， 第 22祖ネ
ー ミ ナ

ー
タ （Nemindtha ）の 眷属

ア ン ビ カー ・デ ー ヴ ィ
ー （Ambika　Devi，別名 ク シ ャ マ

ーン デ ィ ニ
ー ・

デ
ーヴ ィ

ー
［KuSa −

mandini ・Devl］） は ， 偉大 な力 を持つ とい う理 由か ら信仰 を集 め て い る が ， また 白

衣 派 ・空 衣派 の 信徒 に 共通 して 最 も人気が あ る の は
， 第 23祖 パ ー ル シ ュ ヴ ァ

ナー タ （PhrSvandtha）の 眷属 の 女神パ ドマ
ー

ヴ ァ テ ィ
ー （Padmavati）で ある．

一 方で
，

devaは 人 々 か らほ とん ど認知 され ず deviの 方が 圧 倒的に支持 され て い る こ とは

興味深 い ．

　南 イ ン ドで は中世 に お い て devi信仰 が 重要 な宗教 的役割 を果た した．　 PadmEvati

Devi は カ ル ナ
ー タ カ で 最 も人気の ある ジ ャ イ ナ教 の devi で あ り， 有力 な氏族 の

kUla・deviに 由来 を持 ち ，
コ ブ ラ （naga ）の 王 ダ ラ ネー

ン ドラ （Dharaロendra）の 配偶

者 と され る が ，
PErSvanathaの 眷属 と して の 地 位 が確立す る の は 比 較 的遅 く 10世

紀 頃 と言 わ れ て い る． また Padmavati・Devi は願 い をか な え災難 を除 く神 と して
，

中世以 降特 に カル ナ
ー

タ カの 空衣 派に お い て ， タ ン トラ儀礼 として 真言 （mantra ），

ヤ ン トラ （yantra）， 印契 （mudra ），
ニ ヤ

ー
サ （ny5sa ）の 形式 をもっ て発展 した．　 Pad−

m5vati ・Devi に 関する 中世の ジ ャ イナ教 の タ ン トラ 的儀礼 と現在 行 われて い る儀

礼 との 関連 は ほ とん ど解明され て い ない が ， 以下 に 見 る Padmavati　Devi　PUj　E で 実

践 され る真言 （mantra ）や 讃嘆詩 （stotra）の 吟誦 は 中世 の タ ン トラ儀礼 に 由来 して

い る と考 え られ る ．

コ ミ ュ ニ テ ィ
ー と PadmZvati 　Devi

　ル ー プナ ガ ル 寺院の コ ミ ュ ニ テ ィ
ー が Padm5vati・Devi を熱心 に信 仰す る よ うに

な っ た の は
， 修行者の 集団との 密接な関係が 背景にあろ う。 こ の コ ミ ュ ニ テ ィ

ー
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の 年 中行事 と して は
，

ポ ー シ ャ
・ダ シ ュ ミー （PauSa　DaSami ［PauSa 月 黒 分 10 日］），

ヴ ァ ル シ ャ
・ガ ー

ン タ （VarSa　Garp1ha，　Sukla　ekadaSi ）［VaiSakCha月 白分 1 日］）， 毎 月

陰暦 の 黒分 10 日 （vadi ！k；srpa　daSmi） な どの 集団儀礼が 定期 的 に執 り行 われ て い る．

寺 院の 中 に は Tapfi　Gaccha の 守護神 マ ニ バ ドラ ・ヴ ィ
ー

ラ （Manibhadra　Vira） と共

に Padmavati・Devi の 像 を祀 る別室 が あ り， 信徒 は救済者 に対 す る p噸 を行 っ た後

に必ず礼 拝 をす る． 郊外 に は シ ュ リ
ー ・ヴ ィ ジ ャ ヤ ・ヴ ァ ッ ラ バ ・ス

ー
リ ・ス

マ ー
ラ ク （Sri　Vijaya　Vallabha　SUri　Smdrak） と呼 ば れ る 信徒 の た め の 宗教複 合施 設の

中 に Padm5vati・Devi を 祀 る 独 立 し た 寺 院が
， 第 12祖 救 済 者 ヴ ァ

ー
ス プ ー ジ ヤ

（V 巨su画 ya）を安置す る寺院 ム リ ガ ー
ヴ ァ テ ィ

ー ・シ ュ リ
ー 尼 （Sadhvi　M ；g5vati

Sri・Ji，1926−86） と そ の 弟子 の ジ ュ エ
ー シ ュ タ ・シ ュ リ

ー
尼 （Sadhvi　JyeStha　Sri　Ji） の

霊 廟 （samfidhi ・mandira ）， 僧尼 ・巡 礼 者用 の 宿泊施 設 （upEgraya ，（lharmaSdla）， ジ ャ イ

ナ教の 学校 （vidya −pitha） な ど と共に 建立 され て い る ．

　 ス マ ー
ラ ク の Padmavati・ Devi 寺 院 は

， イ ン ドの 分離独 立後 の 1950年代 ，
パ キ

ス タ ン ・パ ン ジ ャ ブか らデ リ
ー

に避難 して きた Sri・Atmananda・Jain・SabhAに所属す

る ル ー プナ ガ ル 寺 院の 信徒が 中心 とな っ て
， 計画 か ら 10年の 歳月 を経 て 1984年

に 完成 した． ス マ ー
ラ ク の 宗教複合施設 は ル ー プ ナ ガ ル の メ ン バ ーが独 立 以 前か

ら信奉す る ア
ー

チ ャ リヤ ・ヴ ィ ジ ャ ヤ ・ヴ ァ ッ ラバ ・ス
ー

リ （入carya 　Vijaya　Vallabha

Siiri，1870− 1954） を記念 して ， そ の 弟子 Mrgtivati　Sn
’
　Jiの 尽力 に よ り師の 理想 で あ

る信徒 ばか りで な くイ ン ドの 人 々 に近代教育 の 場 を提供 す る た め に建 設 され た ．

Mrgavati　Sri　Jiは 自身が信仰す る Pa（lmEvati　Devi をス マ
ー

ラ ク の 守護神 と して 選択

し， 莫大 な建 設費 を捻 出す る ため に deviの 寺 院 を最初 に建 立 して ， デ リー
に お

け る ヴ ァ ッ ラバ ・サ ム ダ ー ヤ （Vallabha　Samudaya ）
2＞

の 拠 点 と した ．　 Padm 巨vati 　Devi

の 人気 に よ っ て ス マ ー
ラ ク は全 イ ン ドの み な らず海外 の 裕福 な白衣派尊像崇拝派

の 信徒か らも寄進 を受 け． 現在 も拡張 を続 けて い る ． また
，

ル ー プ ナ ガ ル 寺 院 と

ス マ
ー

ラ ク は Vallabha　Samud5yaに と り北 イ ン ドに お け る重要 な拠点 の
一 つ とな っ

て い る．

　 ス マ ー ラ ク に ある 大理石 の Padmavati　Devi の 坐像 は ， 内堂 に 安置 され て お り，

頭上 には P説 van 五tha を戴い て 7 つ の コ ブ ラの フ
ー ドに 覆わ れ

， 右手 にハ ス （kamala），

コ ブ ラ （n 互ga）， 左 手 に果物 （phala）， 棒 （afikuSa ）を持つ 4 本 の 腕の 形で 表現 され ，

配偶者の ダ ラ ネー ン ドラ の 小像 は右脇 に 配置 され て い る ． 人 々 は ス ポ ン サ ー と

な っ て p両巨 を主催 し ，
Padmavati　Devi に息子 の 誕 生

， 家 族の 健康 ， ビ ジ ネス で の

成功 な ど を祈願 する ． 祈願 あ る い は 願 い が成就 した 際 に は 再 び prtjaを行 っ て ，
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p頑 で 使 用 され る deviの 装 飾 品 を購 入 した り参加 者全 員 で摂 る菜 食主義 に適 っ

た特別 な食事 を提 供 した りな どする．

Padm5vati 　Devi　pojg

　 ジ ャ イ ナ教 の devi　puj5に は ヒ ン ドゥ
ー教 の 神 々 へ の puja との 類似 が見 られ る ．

ヒ ン ドゥ
ー教 に お ける寺院で の 神 々 へ の pttjaは， 重 要 な 4 つ の パ ー ト　　沐浴

（snana ）
，

装飾 （alankara ）， 供 物 （naivcdya ）， 献 灯 （arati）を捧 げ る 行為 （upacara ） に

よ っ て構成 され て い る
3）
． p司a を執行す る の は僧 侶 の 役 目で あ り， ヴ ェ

ー ダ ・サ

ン ス ク リ ッ トの 聖 典が 使用 され る． 人 々 は puj5に よ っ て 神 々 へ の 尊崇 を表 わ し

願 い 事 をす る． こ れ に対 して ジ ャ イ ナ教 の 場 合 は
，
devi像 の 沐浴 は 行 わ れず ， ま

た 奉納 され る装飾 品 は 豪華 で 種類 も多 い ． そ して
， 装飾 ， 供物 ， 献灯の 儀礼はす

べ て 信徒 自身の 手で 実行 され る． こ れ らが ヒ ン ドゥ
ー教 の p晦 との 顕著 な相違

点で あ る． Padmavati　Devi　PUjEは集団で 寺 院に お い て 救 済者 に 対 して 行 われ る テ

キ ス トに則 っ た paja と同様 に ， 供 物 を捧げ て 行 わ れ る dravya両 a と吟誦 ・瞑想

に よ る bhava　paja に 分け られ ， 順序 に従 っ て 進行 さ れ るが ，
　 deviに捧 げ る供物 の

儀礼 の 間 に歌 わ れ る讃歌 （bhaja・・a） の パ ー
トが 大半 を占め

， その 讃歌 は歌 い 手達

が 自由 に選 択する 曲に よ っ て 即興 的に歌 わ れ る ．

　ス マ ー ラ ク の Padmavati　Devi　Pttjaに お い て は
，

ル ー プ ナガ ル 寺 院の コ ミ ュ ニ

テ ィ
ー

の 支持 す る 修行者 の 集 団 （Vallabha　Samudaya）に よ っ て 作成 され た テ キ ス ト

Pragta　Prabhivi　Mata　Padmavatiの ブ ッ ク レ ッ ト
4）

が参照 され る． 通常の pUja は devi

を招 来す る ため に参加 者全 員 で讃 歌 を歌 うこ とか ら始 まる． deviの 像 は deviの

頭上 に 吊る され た 2 個 の 冠 （mukuta ），
10種 の 装飾品　　 ドレス （cola ）

，
ス カ ー

フ

（dupatta）， 宝石 （EbhtSarpa）， 指輪 （athg ［ithi）， ア ン ク レ ッ ト （pEyal）， 腕輪 （cUra ），
ノー

ズ リン グ （nathani ）， イヤ リン グ （kanta）， ネ ッ ク レス （h5ra）， テ ィ ア ラ （tika）に よ っ

て 飾 られ て 行 く． 赤い 糸 （mauli ）で 縛 っ た コ コ ナ ッ ッ と共 に 菓子， 果物， 米，花

輪 ， 香が 供 え られ る ．最後 に 紙幣が供 え られ
， 白檀の ペ ー ス トとパ ウ ダー が像の

足 指 に塗 られ る． deviに供物が捧 げ られ て い る 間， 途切 れ る こ とな くソ ロ で あ る

い は全 員で ParSvanEthaや Padm五vati を テ ー マ に した讃歌 が歌 われ る．

　後半 の p両盃は テ キス トに記述 され た独 誦 ・吟誦 を中心 と した bh盃va 　p頭 で 構成

され て い る． Mantr5dhirEja　Sri　PirSvan五tha　stotram と M 翫teSvari　Padmavati　ke　dohaは

代 表者
一

人 が 唱 える． 次 に参加者全 員で Padm 氤vati　ka　stavana （MrgEvati　Sri　Ji創作）

を歌 い
，
Mantra　PrakaSa（M 崢 vati 跏 Ji創作） と ASirvacanam（サ ン ス ク リ ッ トあるい
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は ヒ ン デ ィ
ー版）が 唱 え られ る ． 最後 に Devi に対 して 献灯 が捧げ られ，全 員で ME −

teSvari　Padmfivati　ki　Arati（Mrgavati　Sri　Ji創作）の 歌 が歌 わ れ る．

　 ヒ ン ドゥ
ー教 の 場合 や ジ ャ イ ナ教 の 場合 で も，

Nako 覃 Bhairava や Ghapt巨karaηa

Mahaviraの p噸 の 場合 は 信徒 が 神 々 へ 捧げた供物 は プ ラ サ ー ダ （prasada） と して

再 び信 徒 に 配 分 さ れ る が ，
devi に 供 え られ た供 物 は信 徒 に は 分 配 され ず， プ

ジ ャ
ー

リ
ー

（puj　ari） と呼ばれ る 寺院付きの paja の 補佐をす る 者 に下 げ渡 され る ．

こ れ は Padmavati　Devi が 救済 者 の 眷属 と い う神 々 の 中 で は高位の 立 場 に あ る とい

う理 由か ら
， 救 済者 へ の p両巨の 際 と同様 に信徒 は pras5daを受 け取 ら ない と考え

られる
5）
．

　PadmEvati　Devi　PUja に特徴 的 な 点 は ，
　 pUj　a と共 に ヴ ィ デ ィ （vidhi ＞ と呼ば れ る

節食 な どの 規則 を実行する こ とで あ る， vidhi を実践 す る人 々 は ，儀礼 の 前夜 （11

時頃）か ら ekAsana 　paccakkhana（
一

日
一

座所で の 節食の 誓約 ）を唱 え水分 と食事 を 断

ち ， 儀礼 後 は 参加 者全 員 と 共 に
一

日に
一

回 ， 昼 の 食事 （bh・jana） の み を 口 に し
，

制 限 さ れ た食 品 と作 法 に よ っ て 食事 をす る． ekasana を実 践す る信徒 は， 給仕 さ

れ る 食事の 中か ら根 菜 と発酵食 品 を避 け ， さ らに 斎 日 （tithi） に 重 な る場合 は緑

の 野菜や 果物 も摂 らない ． 受 けた食事 を残 す こ とや
一 度食事 の 座 に着 い た らそ の

場 を動 くこ とは 禁 じられ て い る． 寺院で の 場合 と同様に ， すべ て の 参加者は p頭

の 前 に沐浴 を済 ませ て新 しい ある い は洗濯され た衣服を着用 して 参加 し， 心 身共

に 清浄 を保つ こ とが 求 め られ てい る。

お わ りに

　Padm5vati　Devi は Vallabha　SamudEya の Sfidhvi　MTgEvati　Sri　Jiに よ っ て ル ー プ ナ

ガ ル 寺院の コ ミ ュ ニ テ ィ
ー に招来 され ， 宗教 行事の 重要 な部分 を担 っ て 信徒 の 信

仰 を集め て い る． コ ミ ュ ニ テ ィ
ー と修行 者集 団 との 緊密 な関連が devi と集団 で

行 わ れ る puj5を通 じて 形 成 され て い る ． 信徒 は信奉す る修行 者集 団 に経 済的支

援 を行 い
，

一
方修行 者集団 は p噸 の テ キ ス トを編 纂 し ， 宗教 行事 を通 して 信徒

集団の 宗教生活に深 く関わ る こ とに よ っ て 自らの 勢力の 安定 と拡大を図る こ とが

で きる ． ル ー プナ ガ ル 寺 院の コ ミ ュ ニ テ ィ
ー

の 場合 ， 修行者 集 団 と の 関 わ りは

gaccha の 単位 で は な く samudaya の グ ル
ー プ との 関係 に よ っ て 結 ば れ て い る ．

　Devi崇 拝 は ジ ャ イナ教 の 教 義上 の 制約 か ら， 信徒 の 直接 の 願 い に 答 え られ な

い 救 済 者 と信徒 を繋 ぐとい う重 要 な役 割 を与 え られ て い る ． 現在 行 わ れ て い る

paja は ， 長い 歴 史を経 て周 囲の 宗教 的影響 に よ る 変容 を受けなが ら も，
ジ ャ イ ナ
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教 の 教 義 の 枠組 み の 中で 状 況 に応 じた信徒 と修行者 との 交流 ・交渉 が はか られ ，

構成 され て きた産物 と考え られ る ．

1 ） ジ ャ イナ教徒の yakSa／yakSiある い は devi信仰 に つ い て は ，
　 Ram 　Bhushan 　Prasad　Singh，

　Jainism　in　Early　Medievat　Karnataka（Delhi： Motilal　Banarsidass，1975），51−60；Asim 　Kumar

　Chatterj　ee
，
　A　Comparative　Histoりy　ofJainism （Calcutta： Fir皿 a　KLM

， 1978．），
vol ．1，

　Appendix

　B
，

“
Early　Jainism　and 　Yaksa　Worship，

”

349−58； J．　Cort，

“

Medieval　Jaina　Goddess　Traditions
，

”

　八lumen 　34
，
　no ．2 （December 　1987），235−55；Padmanabh 　S．　Jaini，

“

ls　Thene　a 　Popular　Jainism？
”

　in　Collected　Papers　on 　Jaina　Studies（Delhi ：Motilal　Banarsidass
， 2000），

267−79；Paul

　Dundas
，
既 θ 」伽 ∫，2nd　ed．（London：Routledge，2002），

　212−4 参照 ．

2 ） 白衣派尊像崇拝派の 修行者は 27の 独立 した samudaya に分か れて い る ．　 gaccha は Tapa
，

　Aficala
，
　Kharatara

，
　Tristuti，　PErSvacandra，　Vimala の 6 つ にわか れ ，

　 Tapa 　Gaccha の 修行僧が

　90％ を 占め る．Tapa　Gaccha は 2 つ の 支 部 （Vijaya　Sakha と Sagara　Sakhfi） よ り成 る．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　さらにそ の 下 部組織 と して samudsya （V加ya纐 kh5 は 20，　Sagara　Sakhaは 2）に 分け られ ，

　sa皿 ud 亘ya は さ らに小 ユ ニ ッ ト （pariv五ra と sanghada ）に分 かれ て い る．　 Vijaya　Vallabha

　Siiriの samudaya は 295人の 修行者 （僧 60 人 ， 尼僧 235人）で構成 され て い る．修行者

　団 体の 組織 ・人 数に 関 して は Peter　FIUgel，
“
Demographic　Trends　in　Jain　Monasti。ism，

”
in

　Stordies　in　Jaina　Histoりy　and 　Coriture　Doctrines　and 」Dialogues，　e（1．　P．　Flifgel， 312−98 （London ：

　Routledge
，
　2006），

　322−3 を参照 ．

3 ）ヒ ン ドゥ
ー教寺院で の p噸 は マ ドゥ ラ イの Minaksi 寺院 （Chris・J．・Fuller，　The　Camphor

　Flame∫ Pepular　Hinduism　and 　Society　in　India ［Princeton： Princeton　University　Press
，
1992］，

　66−9） とプー
ナの Catub≦画gi寺院 （Musashi　Tachikawa，　Shoun　Hino　and 　Lalita　Deohar

，
、P顔

　and 　Saptskara［Delhi： M 。tilal・Banarsidass
，
2001 ］，

29−59）の 例 を 参照．

4 ）JagdiS　Mitra　Jain，
　ed ．，　Pragala 　Prαbhavi　MZita　Padmdvati　Devi

，
2nd　ed ．（Delhi： Devi

Padmavati・Charitable・Trust，1991）． ル ープナ ガ ル ・コ ミ ュ ニ テ ィ ーで 使用す る devi　pUja

　の テ キ ス トと同様に，グ ジャ ラ
ー トの マ フ デ ィ

ーで の Ghaptikararla　MahSvira　PUj氤は Tapa
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ
　Gacchaの Ac五rya　Buddhis5gara　SUri （1874−1925）の 編纂 した ブ ッ ク レ ッ ト Srl　Gha噸 karap

　Mah5vir ・Dev が参照 され ，
　mantra

，
　 yantra，　 havanaを中心 と した pUjE とな っ て い る．神 々

へ の p啝 の テキス トの 創作 は 19−20 世紀の 白衣派尊像崇拝派の 修行者集団 にお ける復

　興 運動 との 関連 も指摘 され て い る ．John　E．　Cort，　Jains　in　the　Morld ： Religious　Vatues　 and

ldeotogソ　in　India（New 　York： Oxford　University　Press
， 2001）， 164−7 参照 ．

5 ）N 置ko垣 Bhairava に 関して Lawrence 　Babb
，
．Absent 」r．ord （Berkeley　and 　Los　Angeles二Univer−

　sity　of　California　Press，1996），95−6；James　Laidlaw
，
　Riches　and 　Renunciation’ Reiigion，

　Economy ，　and 　Society　among 　the　Jains （Oxfbrd ： Clarendon　Press
，
1995），

71−4
，
　Ghaη頃kara噂a

　Mah5viraに つ い て は John　E．　Cort，
画’
Tantra　in　Jainism： The 　Cult　of 　GhaptEkara口　Mahfivir

，
　the

　Great・Hero・Bell−Ear，
”

Bulletin　D 　
’Etudes　lndiennes　15（1997）： 115−33参照．
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ド〉　 ジ ャ イナ教，白衣派尊像崇拝 派，集団儀礼 ，Padmavati　Devi　P啝 ，
　 samudaya

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （公益財 団法人 中村元東方研 究所研究員 ，
PhD ）
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